
一般質問｜要点資料

婚活支援 令和6年3月定例会

出会いの場だけで終わらせず、参加しやすさと結婚後の生活支援をつなぐ

状況を把握

マッチングアプリの普及などで
婚活環境が変わり、市外女性を

含む参加者確保が課題

→
質問する

市外から参加しやすい企画や広
報、結婚新生活の費用支援をど

う進めるか質問

→
市の答え

住居・引越費用は基本30万円、
29歳以下の夫婦は令和6年度か

ら最大60万円へ拡充

→
次を確認

参加者属性、成立後の継続支援、
補助利用実績を確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

マッチングアプリの普及などで婚活環境
が変わり、市外女性を含む参加者確保が
課題です。

質問

市外から参加しやすい企画や広報、結婚
新生活の費用支援をどう進めるか質問し
ました。

市の答え

市は婚活イベントへの支援を継続し、住
居・引越費用は基本上限30万円、夫婦
とも29歳以下は令和6年度から最大60
万円に拡充すると答えました。

最重要の到達点 イベント開催数ではなく、出会いから結婚・定住まで切れ目なく支えること

次に確認すること｜方針・必要な接続・未定・実績

市の方針 平成29年度から結婚新生活応援事業を実施

必要な接続 対象者へ制度を確実に届け、市外参加者を増やす広報と組み合わせる

未定・課題 イベント後の成婚・定住への接続効果は未確認

今後の実績確認 参加者属性、成立後の継続支援、補助利用実績を確認

議事にある具体事項

・基本上限：1世帯30万円
・夫婦とも29歳以下：令和6年度から最大60万円
・令和3年度：26件・746万2千円／回答者の86.2％が結婚時に経済的不安
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